
現地調査・振動調査位置決定

実　態　調　査
　　　①交通条件（交通量、走行速度）
　　　②地盤条件（N値及び地盤の卓越振動数）
　　　③伝播条件（振動の距離減衰特性）
　　　④路面条件（平坦性、ひびわれ、わだち割れ）
　　　⑤沿道環境の実態（騒音、振動）

現状・将来の予測及び評価
　　　①沿道環境面からの評価
　　　　1）振動規制法に基づく規制値による評価
　　　　2）夜間の睡眠妨害を引起す最大値と頻度
　　　②舗装機能及び構造評価（MCI、PSI）

振動対策工の検討
　　　①対策メニューの検討
　　　②振動低減目標値の設定
　　　③振動低減量の予測計算
　　　④概算工事費算定
　　　⑤対策工法の比較検討

振動対策工の設計

 

 

 

 

 

 

近年、住民の環境意識の向上と共に、道路交通環境面においても同

様な意識が高まっています。また、近年の大量輸送における交通量の

増加、車両の大型化、高速化、あるいは舗装の老朽化に伴い、ますま

す道路交通振動が大きくなり、順次舗装を改築する必要性が生じてお

ります。 

特に軟弱地盤で揺れやすい地盤である場合、通常の舗装構成による

道路改築を行なっても、初期の路面状態の悪化と同時期に振動苦情が

発生することとなり、補修が追いつかなくなるということが予想され

ると共に、ライフサイクルコストの上昇を招くことになります。 

したがって、道路交通振動の苦情がある路線は、その実態調査・評

価を行い、振動対策を考慮した舗装構造を導入することにより、効果

的かつ効率的な道路舗装事業の推進を提案するものであります。 

 

■ 道路交通振動の要因 

 

 

 

● 交通要因（交通量増、車両の大型化、高速化）   

 

 

 

 

 

 

 

 

● 路面要因（舗装の老朽化、わだち掘れ）       

● 地盤要因（軟弱地盤 卓越振動数 8Hz）        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

お問合せは、支店営業担当者または、本社道路部（電話 03-5959-2505 FAX03-5959-2506）までお願いいたします。 
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振動伝搬

・交通量増大

・車両の大型化

・高速化

交通要因

地盤要因
・揺れやすい地盤

・N値0～1、H=3m前後

・設計CBR＝1以下

・地盤卓越振動数8Hz

道路交通振動の要因

任意の大型車１０台の振動レベル（No.2地点）
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道路交通振動の実態調査・評価及び対策 



 

 

 

 

 

 

■ 昼夜別代表時間帯の時間変動特性 

 

 

 

 

 

 

  

■ 対策工法事例 

● 対策工の効果 

・対策前：約 80dB 

・対策後：約 55dB 

● 低減効果：20dB～30dB の低減 

①揺れにくい地盤構築 

②ライフサイクルコスト低減 

③舗装の耐久性向上 

④交通荷重による長期的沈下減少 

                    

 

 

■ 業務実績 

業務内容 発注事務所 

道路交通騒音振動調査及び対策工検討（都城市寺園地区、川内地区） 宮崎県都城土木事務所 

道路交通騒音振動調査及び対策工検討（都城市鷹尾地区） 宮崎県都城土木事務所 

道路交通騒音振動調査及び対策工検討（児湯郡木城町椎木地区） 宮崎県高鍋土木事務所 

道路交通騒音振動調査及び対策工検討（西臼杵郡高千穂町河内地区） 宮崎県西臼杵支庁 

道路交通騒音振動調査及び対策工検討（都城市梅北地区） 宮崎県都城土木事務所 

道路交通振動調査（都城市嫁坂地区、横尾原地区、庄内地区、乙房地

区、川内地区、寺園地区） 
宮崎県都城土木事務所 

道路交通振動調査（児湯郡川南町八幡地区） 宮崎県高鍋土木事務所 

試験走行振動調査及び応答解析（都城市寺園地区） 宮崎県都城土木事務所 

 

下層路盤（ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ）　　   10cm

調整層（シラス）    　　   20cm

1.5m

      計   50cm

表層+基層(加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物)10cm

上層路盤（瀝青安定処理） 　10cm

浅層混合処理工法による改良体

振動遮断改良体構築

寺園地区No.2（14-15時）：時間変動
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No.2 地点（14－15 時）：時間変動 寺園地区No.2（4-5時）：時間変動
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No.2 地点（4－5時）：時間変動

 
 

お問合せは、支店営業担当者または、本社道路部（電話 03-5959-2505 FAX03-5959-2506）までお願いいたします。 


